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2雲南市社協だより

“市民誰もが自分らしく輝き  支え合う福祉のふるさとづくり”“市民誰もが自分らしく輝き  支え合う福祉のふるさとづくり”
～ 社協会費がこの取り組みを支えています ～～ 社協会費がこの取り組みを支えています ～

お寄せいただいた
　　会費の額 10,033,10010,033,100 円円（令和７年９月30日現在）

　令和７年度の社協会費をお願いしましたところ、市民の皆さまをはじめ関係の皆さまにたくさんのご協力を
いただき誠にありがとうございました。役職員一同心から厚く御礼申し上げます。
　お寄せいただいた社協会費は、人口減少と少子高齢化が進む雲南市において、今後ますます必要となる
「協働と支え合いによる地域福祉活動の推進」のために大切に使わせていただきます。
　今後とも、“福祉のふるさとづくり”のためのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲南市社会福祉協議会　会長　
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島
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催
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進
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島
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福
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績
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、
団
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に
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が
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。
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島
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述
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。
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3 雲南市社協だより

　令和７年度から５か年間、本計画はもとより関連のある計画等と整合性をとり、“ともに生きる地域
共生社会の実現に向けて”市民、関係者の皆様とともに包括的な支援体制を築きながら様々な取組みを
進めて参ります。ご支援ご協力の程、どうぞよろしくお願いいたします。

　前号（７月号）では、策定体制から生活・福祉の課題や概況、そして基本理念・第５期
テーマ・基本目標・実施計画といった推進方策やそれを進める体制イメージ図までご紹介
しました。今号では、計画の全体構成の中からより具体的な実施事業部分をご説明いたし
ます。

～市民誰もが自分らしく輝き、支え合う福祉のふるさとづくり～ 
第５期雲南市地域福祉活動計画が完成第５期雲南市地域福祉活動計画が完成 続編

・生活困窮者への自立支援

・地域を基盤とした相談支援ネットワークの構築

・資金融資による生活基盤の充実

・狭間のニーズに対する支援メニューの開発

・日常生活自立支援事業の充実

・法人後見事業の充実

・学校における福祉教育（共育）の実践
・地域を基盤とする福祉教育（共育）の実践
・住民主体による共助の仕組みづくり
・“その地域ならではの支え合い”の仕組みづくり
・“その地域ならではの支え合い”への支援
・当事者主体による組織運営の充実に向けた働きかけ
・当事者組織の地域福祉推進機能の充実

・社会的包摂に向けた福祉教育（共育）

・地域生活支援の実践を通じた学びの支援

・福祉サービスの融合・開発・確保

・相談・支援のネットワークの充実

・新たなボランティア活動者の開拓

・ボランティア活動支援

・災害時福祉支援体制の整備

・災害に強い地域づくり

1.【くらしをまもる】　共 生

個別支援

2.【しあわせをつくる】　共 創

地域生活支援

3.【つながりをつくる】　共 感

地域支援

地域で自分らしく安心して
暮らし続けられる
生活支援体制づくり

ここに暮らす私たちだからこそ
できる安心して暮らし続けたい

地域づくり

誰もが安心して「しあわせ」に暮らすことができる
地域福祉活動づくり

1.1.



4雲南市社協だより

ご寄贈ありがとうございました　市外局番（0854）

大東支所……… TEL 43-5610
加茂支所……… TEL 49-7306
木次支所……… TEL 42-9080
吉田支所……… TEL 74-0078
掛合支所……… TEL 62-1121

　子どもたちをはじめ住民の方々に食事や交流の機会を提供する場で、営利を目的とせずボランティア
（人財）や食材などの社会資源を活用しながら運営されています。市内では令和３年から始まった住民主
体の取り組みにより、現在12か所の食堂（社協調べ）が立ち上がっています。運営スタイルは定期・
長期休業期間中のみ開催など多様で、家庭や学校・職場でもない、過ごしやすい第３の居場所（サード
プレイス）として注目されています。
　それぞれの想いが詰まった食堂を次号以降も紹介します。

～ 多世代の人や学校の友達・先輩との交流の場は、多くの方の支えで成り立っていました！ ～～ 多世代の人や学校の友達・先輩との交流の場は、多くの方の支えで成り立っていました！ ～

　しまね信用金庫 常務理事 久保田徴
あきら
様より、昨今

の物価高騰の中、ひとり親世帯の皆様が少しでも暮ら
しやすくなるようにとの願いを込め、ティッシュペー
パーの生活応援物資の目録が雲南市社会福祉協議会に
贈呈されました。
　贈呈いただいたティッシュペーパーに加え、雲南市
民歳末余芸大会の収益金を活用したお菓子の詰め合わ
せなどを、雲南市内にお住まいのひとり親63世帯に
お渡ししました。

誰もが気軽に利用できる“地域の食卓”誰もが気軽に利用できる“地域の食卓”

　子ども　子ども（地域）（地域）食堂食堂
子ども（地域）食堂ってどんなところ？

実際に行って
みました！

■取材：子ども・地域食堂「ふらっと」（大東町）

生活応援物資をひとり親世帯へお渡ししました。

　受け取られた方からは、「助かります」「子どももとても喜びます」といった感謝の声が寄せられました。

（令和７年９月受付分まで）

「三刀屋保育所」・「デイサービスセンターみとや」へ
　　　　　　　　　　　　　米 90㎏ ……………… 松谷　和夫 様
「三刀屋保育所」へ　もち米 30㎏ ……………… 藤原　正博 様
「えがおの里」へ　米 30㎏ ……………………… 木村　守登 様

雲
南
市
内
で

ご寄付
いただ

いた

食材等
を使用


